
ま
ち
に
彩
り

既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拾
ヶ
堰
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
6
月
21
日
、
豊
科
と
穂
高
の

商
店
街
で
、
約
２
千
株
の
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
を
植
え
ま
し
た
（
写
真
１
）。

10
月
こ
ろ
ま
で
商
店
街
の
ま
ち
な
み

に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
ま
た
、「
拾

ヶ
堰
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

も
、拾
ヶ
堰（
自
転
車
広
場
）で
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
20
人
と
シ
バ
ザ

ク
ラ
２
千
株
と
、
豊
科
細
萱
の
丸
山

さ
ん
か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
ジ
ャ
ー
マ

ン
ア
イ
リ
ス
を
植
え
ま
し
た
。
来
年

の
初
夏
に
は
、
ピ
ン
ク
色
や
白
色
の

花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

ス
タ
ー
ト
！

屋
敷
林
と
歴
史
的
ま
ち
な
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

安
曇
野
の
原
風
景
で
あ
る
屋
敷
林

と
そ
の
周
辺
の
ま
ち
な
み
の
保
全
を
目

指
す
「
屋
敷
林
と
歴
史
的
ま
ち
な
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、6
月
16
日
に
発

足
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

今
後
、
屋
敷
林
を
所
有
す
る
皆
さ
ん

か
ら
、
そ
の
大
切
さ
や
維
持
管
理
の

苦
労
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

か
わ
い
い
サ
イ
ズ

豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

安
曇
野
豆
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
安
曇
野
豆
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
安
曇
野
の
魅
力
や
貴
重
な
資

源
の
情
報
を
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
吸
収
で
き
、

安
曇
野
の
お
土
産
と
し
て
も
活
用
で

き
る
「
安
曇
野
豆
文
庫
」
を
出
版
し

ま
し
た
（
写
真
２
）。
市
内
外
の
書

店
、
土
産
店
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
ペ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
（
販
売
店
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
安
曇
野
の
民
話
、
花
、

伝
統
行
事
や
食
な
ど
に
着
目
し
、
順

次
出
版
し
て
い
き
ま
す
。

「
ふ
く
ろ
う
」
が
誕
生

安
曇
野
市
天
蚕
セ
ン
タ
ー

●
愛
称
募
集

　

安
曇
野
市
天て
ん
さ
ん蚕
セ
ン
タ
ー
で
は
、

天
蚕
の
「
ふ
く
ろ
う
」
を
新
商
品
と

し
て
制
作
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

そ
こ
で
、
こ
の
ふ
く
ろ
う
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

　

ふ
く
ろ
う
の
愛
称
と
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
郵
送

で
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
採
用
者

　

採
用
１
点
（
採
用
者
に
は
２
万

４
千
円
相
当
の
天
蚕
糸
入
り
マ
フ

ラ
ー
を
進
呈
）。
同
名
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
応
募
者
（
採
用
者
を
除
く
全

員
）
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
に
天

蚕
糸
入
り
ペ
ン
ケ
ー
ス
を
贈
呈
し

ま
す
。

●
制
作
者
の
募
集

　

安
曇
野
市
天
蚕
セ
ン
タ
ー
で
は
、

天
蚕
を
利
用
し
た
こ
の
ふ
く
ろ
う
の

制
作
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
〒
３
９
９
‐
８
１
０
１ 

安
曇
野

市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１　

三
郷
総
合
支
所
内
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
推
進
室

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

　

市
で
は
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
双
体
道
祖
神

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
安
曇
野
に
ふ

さ
わ
し
い
理
想
の
夫
婦
」
を
著
名
人

か
ら
選
ぶ
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

　

選
定
は
、首
都
圏
在
住
者
１
万
５
、

０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
、
客
観
的
な
安
曇
野
の

イ
メ
ー
ジ
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
映
画
監
督
の
篠
田
正
浩
、
女
優

の
岩
下
志
麻
夫
妻
が
多
数
の
支
持
を

受
け
、
選
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
夫
妻
に
は
、
こ
れ
を
機
会
と

し
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
に
助
言

を
い
た
だ
く
「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
に
は
、
記
者
会
見
を
都

内
で
行
い
、
68
社
の
報
道
機
関
が
訪

れ
る
な
か
、
平
林
市
長
か
ら
夫
妻
に

記
念
の
ガ
ラ
ス
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

篠
田
さ
ん
は
、
親
し
み
が
あ
る
と

い
う
安
曇
野
の
文
化
芸
術
、
自
然
な

ど
を
紹
介
し
、「
こ
の
地
で
生
命
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
岩
下
さ
ん
は
「
銀
座
で

生
ま
れ
た
た
め
、
安
曇
野
を
第
２
の

故
郷
と
し
て
大
切
に
し
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

夫
妻
は
今
秋
、
安
曇
野
を
Ｐ
Ｒ
す

る
写
真
撮
影
に
臨
む
予
定
で
す
。

13 広報あづみの　2008.7.23

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 4 回

（写真１）商店街の皆さんが力を合わせ、

1,000個のプランターに2本ずつ植栽。

（写真２）安曇野豆文庫第一作

「なつかしい安曇野へ」

（写真３）薄緑色の小さなふくろう
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食育推進計画の
策定に向けて
第１回食育推進会議が開催

　市は 6 月 3 日、食育推進会議
の初会合を穂高健康支援セン
ターで開き、副市長が委員とな
る 15 人に委嘱書を手渡しまし
た。この会議は、国が定めた食
育基本法に基づき、安曇野市
食育推進計画（21 年度からの
5 カ年）を年度内に策定するた
めに組織され、学識経験者や医
師、養護教諭、栄養士、公募に
よる市民、各種団体の代表など
で構成されています。この日は、
会長に松本大学人間健康学部教
授の広田直子さん、副会長に食
生活改善推進協議会会長の小松
恵美子さんを選出し、今後の日
程や 7 月にかけて実施されるア
ンケート内容などを協議しまし
た。
　委員からは、「安曇野市らし
い計画をつくりたい」、「子ども
たちに、学習のひとつとして学
んで欲しい」、「母親も働いてい
る家庭が多く、子どもにおばあ
ちゃんとして、してあげられる
ことを考えたい」など、さまざ
まな意見が出されました。

東
京
で
行
わ
れ
た
１
万
５
、０
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
「
安
曇
野
に
ふ
さ
わ
し
い
理
想
の
夫
婦
」
を
選
出

篠
田
正
浩
・
岩
下
志
麻
夫
妻
が
、
安
曇
野
の
力
に


